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東北大学百年史編嘉翌日誌抄録

お知らせ

東Jヒ帝国大学法主学部は、大正
11年8月26日勅令第39碑 にようて

東J怖 国大学における4番目の学部
として設置された。
法文■部第

一研究車の創建年
次は大正,5年。耳英は片平キャン
′スのェ門側から昭和+6年前後に
撮影されたものである(東北大学史
料館提株)。昭和研年3月31日に取

彊盟薔網陥
現在の東北大学史料龍であるょ京

苦麓子
車
督
纂
〒
も史■擬の
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大学の管理運営に見る百年

東北大学名誉教授 束 北大学百年史編集委員会委員

竹内 峯

東北大学の前身東】し帝国大学が学生に話共を開tDしたのは1911年9月であるから、それから今年で90年にな

る.そ の雄史は一日では語り難い。しかし 大 きなHで 兄イJゴ 1945年 までの市国大学の時期と ヽ TF成の期

間をltんでのその後の束北大学のH寺期とでは そ の規模と1■fltに大きな達いがある。この90年間の教官数のllF

移と卒業生数の椛杉を凶に示してあるが 帝 同大学の時町とその後の時期との規lHのキは明らかである。

東北帝国大学は、大正の末の法文学部の設置により法文 理  医  工 の 4学部体制となり そ の後約20年間

総講座数120程度で推移した。毎年の卒業生数は400乃至5∞名である。これに対して、大学制度が変わったの

ちの東北大学は、やがて8学営F体制となり1学年の学生教は15∞名を超えるに至った。大学の規模の拡大はさ

らに続と、大学院重点化の完了した今日では 12研 究不 10学部 (2∞1年 3月現在)大 学院在学者を含む学生数

は抑00年 5月 1日現在で約 1万 7千名に達し、毎年の卒業生は大学院修了者を含めれば3000名を大きく超えてい

る。このような規模の変化は 大 学の管理運営のあり方にも大きな彬響をもたらしている。科,

管理運営ということで 学 長 (総長)、各学部等の教授会との問で見解の相遠が公然となったのは 19飢 年の

教員養成課程の分白ヒにかかわってであった。この時は学制変更のあるべき手続きは何かが問題となり、更に催

学部の言葉山への移転をめぐって宇長に対する批判が高まった,1965年 の皆察の学内捜査は問題を今学規模に

拡大し 「本学問題Jと して検討されるに至ったt社〕この時期の諭誌は、法規で定められた大学管理機関の役

割を確認しなから 学 長 学 音「長年の救量の並口を制限し、教授会の役割を強調する方向で展開された。この

ような論議があらためて必要であった土台に 教 t7数の増加、学部数の増加があったことは容易に見て47Kれる。

学長は、もはや教授会と特別な手続きなしに意志を疎通し会う存在ではなくなっており し かも大学管理のため

に独自の責任を果たす必要が年じていたからこそ、学長の権限がどの範囲に及び、その権限の行使がどのような

手続きで全学の教授たちのrrt認を得るべきかが論議されたのであろうぅ計〕

現在の学生 教職員数

敦職員数

結 長 ]

教 授 73]

動教授 585

嘉 師 161

助 手 il10

」ヽ 計 2588

事務官

技官等 2509

計 5097

学生数

総定員 10221

在籍書 110フ 1

大学院生数

前期(修士)

補定員 2746

在塔者 3344

大学院生数

後期(博士)

総定員 2646

鶴 2530

1嚇 ‐ 大正 一■ 一 昭和―――――― ――――■―平成■

r東北帝国大学―境1年東北大学雲覧」「東北大学概要J「束イt大学学離〕等より作成。
学生数ユ学士号濃与者敵で表示した

学生 教官数一覧

教授

助教授

助手

数官数合計

学生数合計

平成12年5月現在(「東北大学械要J平成12,度 より,



東北大学百年真編案史ニュース

規模の拡大は 教官と学生の関係にも変

化をもたらした。かつての東北帝国大学の時

期には、教官は学術を教授すると共に 学

生を薫陶することが大きな任務であった。

そこでは、ルールよりは個別の相互理解が

重視されたといってよいっであろう。註0

しかし、1960年代には教養部ほか多数の学

生を抱えた部F」では、学生は教官との個々

の相互理解を深めることは事実上困難とな

り、大■lBlは管理運営について明になルール

を示す必要に追られた。

511)因 のうち1960年代の教付敵 学 生数の増加は 工 学部をⅢ心に進められた誰焼埼の結果である 1974年 の卒業生故の種端な減少は
1970年前後のいわゆる 「大学紛争Jの 影響を想にさせる 近 年の教官数と車業生数の減少は 臨 H寺学生増募の措置の終 rの影響であろう
大学院重,R化後の束北大学の規槙の変遷の指標としては 大 学院への入学者数を用いることが適当と思われる

証2)石 津学長は任期半ばの1965年10局 5日付 十で辞任を記められている"  `こ の一連の問題に関わってであった こ の問題は1960年代の数
官数 学 生機の増加に対応するキiン パス蛙膳 (青栞 町川内ltFへ の移伝)に かかある争いでもあった

訂:3)学生の常理巡営本の制「_F的参加は 東 北大学では重大な争点にはならなかった

註4)束 北帝国大学の時期は 成 文化されたルールと知己人の生活規範の間にかなりの差があったという時代青常にとll章をW、う必要があろう

計5)根 本松彦 「束lLtt tr学報J昭 和 8年 1月 1日付け64本一ジ

証0)回 費を真に効率的に活用するという凝点から見ても 大 学に大とな自t性 "垢3められる必要があるが こ のことについても東Jし大学のPrF
史はさまざまなことを教えてくれるように思われる

註7)こ の学生4分 を取り上げた 「広報J(束 北大学広報委員会)は  処 分解除については触れておらす そ の経常は公開されていない

ルールのPH確化を推し進めようとするとき 大 学の資産はだれの所有であり、だれがどのような権限で管理

するかという岡題を避けて逆ることはできない。東北大学の場合、土地、建物、十器備品の所有者が日である

ので、束北大学の財には、日有uT産取llk規程にしたがって管理されなければならず、このことについての学長、

学部長等の骨理者の責任は、教授会評議会で如何に害議決定しても解除されないと、ある事務局長が書いてい

る。討〕実際問題として、<大 学は文部省の容認する範囲内で資産を管理する>と いう枠を乗り超えるかどうか

を↑学的に議論するようなことは生じなかったが.;+6)

19‐6年、その前年に退学あるいは停学処分とした学生の処分を解除する措置が執られているが、その措置に

関連して、処分は学生に反省を求めるための措置であるか、ルール違反に対する懲罰であるかという議論が行

われた。このようなことも、大学の管理運営のルールのひとつの問題としてはっきりさせて置かなければなら

ないと思われる。3171

1990年代になり副学長が設けられ、規模の大きな大学にふさわしい管理運営体制の整備が始められた。大学

院重点化とそれに伴って進められている研究科の再編成により、東北大学は第3の時代に踏み込んだといえるが、

さらに独立行政法人という新しい体制への移行が決まり 大 学の管理運営について新しい課題が生まれている。

こうした課題を正しく解決していくために、過去に■じた問題について検討を深めることが不可欠であろう。

東北大学百年史に期待されていることのひとつは、まさにそうしたところにあるに違いない。管理運営の歴史

についての積極的な検討が 百 年史編集の過程で進められることを期待したい。

青業山地区に新案中の工学部 (昭和41年12月撮影 東北大学史相館所蔵)
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信夫名誉教校のご並去を悼む

束北大学百年史編纂補想委員会委員長を務められた渡遣信大名

誉教授 (69歳)力i平成 13年 (2001)1月 15日 (月)、ご逝去され

ました。

渡追先iは まさに、束北大学百年史編察事業の 「生みの材Jと

いっても過言ではありません。ヤ成5年 (1993)7月 東 北大学百

年史編察構想委員会が設置されました。先生はその委員長にnt任

され 『百年史J編集の基本方針等の検討が始まることとなりますぅ

その後、Fi年史獅纂事業の早期立ち にtすに共感した西浮llEl~総長

(■時)の 援助を得て 先 生は他の編集構想委員とともに 東 京大

米と締纂構想委員会の意見を踏まえ 望 6年 9月、(1)

開学以来の治キ、(2)研究機関としての学術的貫献、

(3)教育機関としての社会的貢献など3点の客観的解

明と (4)21世紀への展望の特針となるべきことをう

たった 「束北大学百年史]THT察構想が大学に答中さ

れることとなります。

先■は編察構想委員長就任時、「すぐれた大宇史を

作るためには 企 学的な獅纂体制のlIE‐立が必要不可欠

である。特に百年史編集室の専「スタッフの充実がポ

イントとなるJと 幾度となく口にされていました。さ

らに先生は 「百年■は 1界に、日本に 地 域に情報を

発信し続ける東北大学の自己認識といってよいJと 述

べるなど、「大学史Jの 持つ意明(の章要1■を早くから

説き 全 学的な取り組みの必要性を常に11張されてい

ました。

束北大学において 本 格的に百年史編察事業がスタ 百 年史編察構想委員会看板上掲口与の渡追委員

― 卜したのは、先生のご退官後 平 成 9年 (1997)4 長
(右)と西津潤一絶長 (平成5年11月当嘲

月の百年史TF纂年発足時です。東北大学史料館 (当時は記念資料宝)の 中に設置されたl Fg纂

室は 専 任の室貞4名によって運営され 現 在、2年後にひかえた F資料編」第1巻の編集を

中心とした編集業務をおこなっています。先生の意」された通り、企学的な編集体制が確

立 整 備されたのです.

先生に F束北大学百年史』をご覧いただくことができなかったことは、百年史関係者にと

って誠に残念の極みであります。謹んで束悼の意を表します。

百年史編察堂

波豊

学 京 都大学 九 州大学などへ赴さ 大 学史編集に関する詰調査をされました。この調査結
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2000(平 成12)年

ジ8月
1日 『東北大■百年史編纂室ニュースJ第6号発行。

4日 斎 藤報恩会へ僧用資料遅却。竹内峯名誉教授(理)来室.

7日 鹿 児島大学より「鹿児島大学二十年史J受贈.

10日 経理営1契約雲との話し合い(印品‖業者の選定について)。

百年史通史編纂のための研究会(第13回)開催。

18日 編 纂室スタッフ会議.

21日 「五十年史1編幕時に作成した座談会のテープおこし開始。

28日 第 23回百年史編集委員会幹事会(Fp刷業者選定委員会に

ついて).

百年史通史編筆のための研究会 (第14回)lrFl催.

り9 月

5日 元東北大学聡員渋谷陽三氏教業部史実務担当山崎検昭
氏来室.

6日 工 学=B史編纂宣員来室。

7日 座 談会テーブおこし終了ぅ

13日 編 寝室スタンフ会議.

19日 総 務課総務掛との話し合い(FP吊1業者選定委員会について)b

20日 百 年史禄票宣所蔵資料の理置換え

26日 国 串硯大早校史資料課より'校史ど第11号受増。

フ 10月
2日 農科大学任官表作成開始じ

医学部事務部庶務損より部局史関係について照会.

6日 「東北大学百年史』印刷業者選定委員会(第1回)。

9日 中央大学百年史編集室より「中央大学百年史編集ニュース!

34受贈.

10日 野 田恵理室員(事務捕佐員)採用.

農科大学任盲表作成終了J

Ⅲl日 f官報1所収の東北大学l_l係法令の人力lll始。
Ⅲ2日 経 理部契約室との話し合い(ED吊1業者選定委員会の件)。

13日 総 務課総務掛との話し合い(即吊1業者への説明会 第2回選

定委員会について)。

16日 編禁室スタッフ会諺b

26日 東 北大学研究教育振興財団常務理事石井敏夫氏来室。

30日 医学部事務部床務掛よりに官表作成について照会。

, 1 1 月

日ヽ 京都大学事務局総務部総務課岸本lE央氏来室.
経理宮[契約雲との話し合い(印刷詰負候補業者への説明会

について)。

2日 理 学部よりに官表作成についての照会。

6日 印 吊J詰貞候補業者を招致しての「東北大学百年史Jについて

の説明会(於片子会ttg会議室).

7日 医 学部事務部庶務掛より部局史F_l係について照会。

理学研究科山口晃教llより部局史について照会。

lo日 医 学部事務部席務掛にて基礎テータこついて打ち合わせ.

15日 編 纂空スタッフ会議。

26日 全 国大学史資料協議会東日本部会より「大学アーカイヴス1

No34旨贈.

24日 経 理部契約室との話し合、、

清京女子大学よりい言泉女子大学創立五十日年記念誌J受贈。

,12月

8日 筑波大学前史資料調査室より「筑波大学前史資料調査室
ニューズレターJ第3号受贈。

15日 『東北大学百年史1印刷業者選定委員会(第2回)

本編宮[門明J編部門業者ブレゼンテーション(於片平会館)。

Ⅲ8日 編察室スタッフ会議。

Ⅲ9日 医学部事務者E席務糾より任官表について照会ご

20日 神戸大学教育学部五十年史編集委員会よけ「神戸大学教

育学部二十年史J r図揚 神戸大学教育学宮[五十年1貿贈。

25日 電子媒体吉E門ブレゼンテーション(於片平会館)。

「東北大学!印掃J業者選定委員会(第3回)。

医学部事務営E席務掛よりに官衰作成について照会。

2001(平成13)年

υ l 月
4日 仏数大学総合企画部企画課より 「仏教大学部J第50号

「BUISUllAは10号受婚.

9日 医学部事務部原務掛より仁官表作成について昭会ぅ

17日 ■務部関係資料調査。

13日 高橋助手 東京出張(東京工業大学文教施設研究開発セン
～19日 ター 東京大学史史料室 明星大学戦後教育史研究セツ

ター).

22日 編筆室スタッフ会諺。滝浦諄雄名誉教授(文)より資料寄贈.

学校法人梅花学園より「梅花幼稚園創立70周年記念誌J

里贈.

明星大学戦後教育史研究tンターより 「占領教育史研究J

第1号～第3号 「戦後教育史研究1第4号～第14号受贈さ

25日 !東北大学百年史引印刷業者選定委員会(第4回).

26日 歯学部総務課人事料より部局史について熙会.

フ 2月
1日 医学部事務部庶務llより資料複写のため2名来室。

2日 医学宮[近藤尚武教授(編集委員)より言[局史について照会。

5日 財団法人日本私学教育研究所よけ「調査資料78教育制度

等の研究(その9)J「調査資料106教育常J度等の研究(そ
の10)J受贈。

6日 河相―茂名誉教授(農)より「占領下 大学の自由を守った育

春―東lL大学イールス聞争五十周年記念―J貿贈.
13日 東京大学史史料室より 「学問のアルケオロシーl r学問の

エクスヘディシォンl ilg梁のアヴァンギャルドJ rA HЫo17

21-Sho“敬o門os n Pidures―J受贈3

14日 第24回幹事会 (「百年史編索委員会J廃止に伴う「百年史

編集委員会」の位置付1)について)。

京書1大学百年史編集史料室助手西山伸氏 事務官大柿奏

章氏来室.

（二
〇
〇
〇
年
【平
成
十
一
一
年
八
月
～
二
〇
〇
一■
〔平
成
十
一こ
年
二
月
）

）

28日 工学部史編纂室員来室.

29日 医学部事務部京務掛より任官表作成について照会。

工学部史編幕室員来室.

理学研究科山口晃教授より部局史について照会.

15日 高橋助手 東京出張十日本私学教育研究所 IIn星大学戦後
～16日 教育吏研究セツター)。

16日 付内掌名誉教lj(理)来室。

大容大学裏京総合研究所よりf真宗総合研究所研究紀要J

第17号受贈.

19日 歯学部総務課人事務より部局史につぃて照会.

財回法人日本私学教育研究所より 「財団法人日本私事教

育研究所要受J『紀要千1行一覧J「調査資料子1行一覧1「私

立中学 高等学校沿革史誌目録J「日本私学教育研究所

広報!第33号受贈。

22日 工学部史編纂室員来室(部局史について)。

市内峯名誉教授(理)来空.



束】ヒ天辛百年史編纂奎
ホームページ公開予定

東北大学百年史編集室では、その活動を学内外の方々に、より広く知つていただこ

うと、ホームページ公間に向けて、現在、準備中です。『東北大学百年史編纂室ニュ
ース]も創刊号からこ覧になれますので、是非アクセスしてみてください。
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お願い

百年史編纂宝ニュースに関するご意見 ご感想等がございましたら、百年史編纂室までお寄せください。

また東北大学に関わる歴史的資料についての情報を、ご提供くださいますようお願いいたします。
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:東北大学百年史編纂室
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TEL FAX022-2175042
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